
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

先
々
月
に
、
発
行
で
き
な
か
っ
た
宮
司
プ
レ
ス
で 

す
が
、
先
月
に
二
回
発
行
す
れ
ば
、
一
月
に
一
回
の 

ペ
ー
ス
は
守
ら
れ
て
、
来
る
九
月
に
は
、
待
望
の
百

号
発
行
と
思
い
き
や
、
悪
し
き
ル
ー
テ
ィ
ン
（
手
順
）

が
、
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
、
お
待

た
せ
し
ま
し
た
。 

一
月
遅
れ
の
宮
司
プ
レ
ス
第
九

十
三
号
の
発
行
で
す
。 

◇
春
と
い
う
漢
字
の
甲
骨
文
字
（
こ
う
こ
つ
も
じ
）
は
、

桑
（
く
わ
）
の
芽
（
め
）
が
伸
び
き
っ
た
姿
を
表
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

芽
生
（
め
ば
）
え
た
新
し
い
命

が
、
暖
か
い
日
差
し
に
、
そ
の
芽
を
伸
ば
し
張
り
つ

め
る
季
節
な
の
で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
冷
え
込
み

は
、
ま
さ
し
く
、
残
寒
き
び
し
き
も
の
が
あ
り
ま
す

ね
。 

実
は
、「
春
」
の
枕
詞
（
ま
く
ら
こ
と
ば
）

は
、「
冬
籠
（
ふ
ゆ
こ
も
）
り
」
で
す
。 

と
か
く
、

お
正
月
は
、
晴
れ
や
か
で
賑
々
（
に
ぎ
に
ぎ
）
し
い

も
の
だ
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
の
逆
で
、
心
静
か

に
時
を
過
ご
し
、
力
を
蓄
（
た
く
わ
え
）
る
、
い
わ

ゆ
る
、「
お
籠
り
」
を
す
る
時
な
の
で
す
ね
。 

で

は
、
そ
の
「
お
籠
り
」
の
目
的
は
と
申
し
ま
す
と
、

当
宮
で
は
、
二
月
十
七
日
、
さ
ら
に
、
六
連
島
八
幡 

     

宮
で
は
、
二
十
五
日
、
田
の
首
八
幡
宮
で
は
、
二
十

七
日
に
執
り
行
い
ま
し
た
「
祈
年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
、

と
し
ご
い
の
ま
つ
り
）」
を
厳
粛
（
げ
ん
し
ゅ
く
）

に
奉
仕
す
る
た
め
な
の
で
す
。 

年
は
、
稲
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
て
、「
稔
る
」
と
い
う
漢
字
は
、「
ネ
ン
」

と
も
読
め
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
さ
し
く
、
稲

の
豊
か
な
稔
り
を
祈
る
お
祭
り
で
あ
る
の
で
す
。 

二
月
は
、
節
分
祭
、
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
の
祈
年

祭
、
さ
ら
に
、
建
国
祭
と
重
要
な
祭
典
行
事
が
多
い

月
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
年
で
一
番
短
い
月
な
の
で

す
。 
一
月
は
、「
行
く
」
、
二
月
は
、「
逃
げ
る
」
、

三
月
は
、「
去
る
」
と
い
わ
れ
て
い
て
、
歳
月
（
さ

い
げ
つ
）
の
流
れ
が
加
速
す
る
時
期
な
の
だ
そ
う
で

す
。 

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
加
齢
（
か
れ
い
）
と

と
も
に
、
時
の
流
れ
の
速
度
が
増
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 
「
も
う
三
月
」
な
の
で

あ
り
ま
す
。 

皆
様
方
は
、
ど
の
よ
う
に
、
お
感
じ

で
し
ょ
う
か
。 

小
学
校
の
こ
ろ
に
は
、「
も
う
三

学
期
、
一
年
早
い
ね
」
と
い
う
会
話
は
し
な
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
ね
。 

「
年
寄
り
の
一
年
は
、

早
い
」
と
い
う
人
々
の
実
感
を
、
心
理
学
で
説
き
明

か
し
た
の
が
、「
ジ
ャ
ー
ネ
の
法
則
」
な
ん
だ
そ
う

で
す
。 

十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
も
あ

り
作
家
の
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
ネ
ー
と
い
う
方
が
、
説
き

き
明
か
し
た
法
則
で
す
。 

「
生
涯
の
あ
る
時
期
に

お
け
る
時
間
の
心
理
的
長
さ
は
、
年
齢
の
逆
数
に
比

例
す
る
」
そ
う
で
、
さ
ら
に
、「
主
観
的
に
記
憶
さ

れ
る
年
月
の
長
さ
は
、
年
少
者
に
は
よ
り
長
く
、
年

長
者
に
は
よ
り
短
く
評
価
さ
れ
る
」
の
だ
そ
う
で
す
。 

つ
ま
り
は
、
私
は
、
五
十
一
歳
で
あ
り
ま
す
が
、
私

に
と
っ
て
の
一
年
は
、
人
生
の
五
十
一
分
の
一
に
な

り
ま
す
。 

そ
う
考
え
ま
す
と
、
私
の
一
年
は
、
五

歳
の
十
年
に
匹
敵
（
ひ
っ
て
き
）
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

で
す
か
ら
、
人
生
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
心
理
的
に
一
年
が
早
く
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

心
理
的
に
は
、
早
く
感
じ
ら
れ
て
も
、
実
際
に
は
同

じ
時
間
な
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
。 

不
思
議
で
す
ね
。 

し
か
し
な
が
ら
、「
時
が
た
つ
の
が
早
い
」
と
悔
や

む
よ
り
、
加
齢
と
共
に
加
速
す
る
の
が
必
然
な
ら
ば
、

前
向
き
に
受
け
止
め
、「
一
日
一
生
」
の
思
い
で
生

活
を
す
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
の
方
が
、
よ
り
よ
い

生
活
、
生
活
の
質
の
向
上
、
ク
ォ
リ
テ
ィ 

オ
ブ 

ラ
イ
フ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。 

苦
し
く
辛

い
時
間
は
長
く
、
逆
に
安
楽
で
楽
し
い
時
間
は
短
く
、

心
配
し
た
り
不
幸
な
時
を
過
ご
す
時
間
は
長
く
、
夢

中
に
な
っ
て
い
る
時
や
幸
せ
な
時
間
は
短
く
感
じ

ま
す
よ
ね
。 

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
少
し
ず
つ
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
時
の
た
つ

の
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
す
こ
し
ず
つ
早
く
な
っ
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て
い
く
、
そ
ん
な
日
々
で
あ
り
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

今
月
の
十
一
日
は
、
東
日
本
大
震
災

よ
り
三
年
の
歳
月
を
迎
え
ま
す
。 

今
も
な
お
、
避

難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
々
の

時
間
は
、
ど
の
よ
う
に
流
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

そ

れ
を
思
う
と
、
心
が
し
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。 

◇
大
自
然
は
、
時
に
は
甚
大
（
じ
ん
だ
い
）
な
災
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
花
を
咲
か
せ
実
り
、
豊
か

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 
死
語
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、「
厳
父
（
げ
ん
ぷ
）
慈
母
（
じ
ぼ
）」

で
あ
り
ま
し
て
、
厳
し
さ
と
慈
し
み
あ
ふ
れ
る
優
し

さ
を
併
せ
も
っ
て
い
る
の
が
、
大
自
然
の
営
み
で
、

わ
れ
わ
れ
は
、
大
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
て
生
き
て

い
る
の
で
す
ね
。 

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の
恵
み
を
恐
れ
敬
い
、
そ
し
て
、

今
こ
こ
に
あ
る
命
に
感
謝
を
し
て
、
そ
の
感
謝
の
心

を
、
同
じ
場
所
に
住
ん
で
い
る
人
々
と
つ
な
ぎ
愛
す

る
、
そ
こ
に
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社
会
が

築
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま

さ
し
く
、「
天
恐
地
敬
人
愛
（
て
ん
き
ょ
う
ち
け
い

じ
ん
あ
い
）」
で
あ
り
ま
す
。 

皆
様
方
の
暮
ら
し

が
、
春
の
季
節
の
よ
う
に
、
の
び
や
か
に
、
時
間
が

少
し
も
違
わ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

▼
福
浦
稲
荷
神
社
初
午
祭 

＊
二
月
九
日 

 
 
 

 

▼
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
集

い
の
会
参
拝 

＊
二
月
十
日
（
右
下
の
写
真
） 

▼
建
国
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

◆
彦
島
八
幡
宮 

午
前
十
時 

 

◆
下
関
市 

 
 

午
後
二
時
十
分 

▼
祈
年
祭 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

 

＊
二
月
十
七
日 

 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
五
日 

 
◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
七
日 

▼
Ｙ
Ｅ
Ｇ
彦
絆
会
（
ひ
こ
は
ん
か
い
）
参
拝 

 

＊
二
月
二
十
七
日 

◇
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
節
分
準
備
作
業 

＊
二
月
二
日 

 
 

◇
建
国
祭
奉
仕
の
維
蘇
志
会
反
省
会 

 

＊
二
月
十
一
日 

◇
神
道
会
常
任
委
員
会 

＊
二
月
二
十
六
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
二
月
二
十
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
市
建
国
祭
打
合
せ 

＊
二
月
五
日 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
二
月
五
日 

 
 

◇
支
部
神
職
病
気
お
見
舞
い 

＊
二
月
九
日 

◇
建
国
青
年
の
集
い 

＊
二
月
九
日 

◇
神
社
庁
役
員
会 

 

＊
二
月
十
二
日 

◇
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
二
月
十
三
日 

◇
神
社
庁
例
祭 

＊
二
月
十
三
日 

◇
教
学
研
究
調
査
研
究
合
同
委
員
会 

＊
二
月
十
三
日 

◇
中
山
道
場
四
十
周
年
記
念
剣
道
大
会
に
神
社

庁
金
長
庁
長
代
理
で
出
席
、
祝
辞
を
述
べ
る 

 
 

＊
二
月
十
五
日 

◇
支
部
神
宮
参
宮
旅
行
打
合
せ 

＊
二
月
一
七
日 

◇
防
府
天
満
宮
御
令
嬢
結
婚
披
露
宴
出
席 

 

＊
二
月
二
十
二
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
二
月
五
日
、
十
二
日 

 

▼
講
演
活
動 

 

◇
玄
洋
中
二
年
生
の
立
志
式
に
て
講
演
、
演
題
は

「
さ
は
や
か
に
生
き
る
」 

＊
二
月
十
七
日 

 

◇
西
山
小
三
年
生
の
町
探
検
、「
に
し
や
ま
じ
ま

ん
見
つ
け
」
で
、
講
演 

 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

▼
そ
の
他 

 

◇
社
会
福
祉
法
人
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
役
員 

 
 

 
 

会
出
席 

＊
二
月
八
日 

◇
下
関
消
防
団
彦
島
分
団
第
六
部
、
定
期
点
検
参 

 
 
 

 
 

加 

＊
二
月
二
十
三
日 


